
　

３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災
で

は
地
震
、
津
波
に
よ
り
、
多
数
の

死
者
、
行
方
不
明
者
が
出
る
な
ど

被
害
は
極
め
て
甚
大
で
す
。

　

西
条
市
に
お
い
て
も
、
近
い
将

来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
地
震

の
よ
う
な
大
規
模
災
害
や
、
い
つ

起
こ
る
と
も
し
れ
な
い
集
中
豪
雨

な
ど
、
常
に
自
然
の
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
地
域
の
防
災
士
の
活

躍
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
各
地
域
の
防
災
士
が
連
携
し
、

地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
防
災
士
連
絡
協
議
会

（
以
下
「
協
議
会
」
）
を
立
ち
上

げ
、
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
協
議
会
の
役
割

　

こ
の
協
議
会
は
市
内
の
全
防
災

士
、
警
察
署
、
地
方
局
、
消
防
本

部
、
消
防
団
お
よ
び
連
合
自
治
会

を
会
員
と
し
、
先
進
地
域
の
事
例

紹
介
や
各
自
主
防
災
組
織
に
お
け

る
課
題
解
決
の
場
と
し
て
運
用
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
つ
な
が
り
の
深
い
地
域

内
の
防
災
士
間
の
連
携
を
図
る
た

め
、
各
地
区
の
防
災
士
連
絡
協
議

会
（
以
下
「
地
区
協
議
会
」）
の

設
立
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

●
会
長
の
選
任

　

協
議
会
の
会
長
に
は
、
市
内
で

い
ち
早
く
地
区
協
議
会
を
立
ち
上

げ
た
大
町
防
災
士
会
長
の
村
上
善

重
郎
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
先
進
事
例
発
表

　

大
町
防
災
士
会
長
の
村
上
善
重

郎
氏
と
、
橘
校
区
防
災
士
連
絡
協

議
会
長
の
伊
藤
光
貞
氏
に
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
協
議
会
立
ち
上
げ
の
経

緯
や
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
基
調
講
演

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
視

察
さ
れ
た
西
条
市
防
災
対
策
顧
問

の
左
官
正
雄
氏
が
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
学
ぼ
う
南
海
地
震
へ
の
備

え
」
と
題
し
て
被
災
地
の
「
生
」

の
声
を
伝
え
、
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
南
海
地
震
に
は
、
強
い
揺
れ
、

津
波
に
対
す
る
日
頃
の
備
え
が
命

を
守
る
た
め
に
大
切
で
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
社
団
法
人
全
国
治
水
砂
防

協
会
常
務
理
事
の
亀
江
幸
二
氏
は

「
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
命
を
守

る
た
め
に
」
と
題
し
て
、
尊
い
５

名
の
命
を
奪
っ
た
平
成
１６
年
台
風

災
害
の
よ
う
な
土
砂
災
害
に
対
し
、

土
砂
災
害
の
種
類
、
特
徴
、
実
態

を
知
り
、
警
戒
避
難
体
制
を
整
備

し
、
早
め
の
避
難
を
行
う
重
要
性

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
議
会
設
立
を
契
機
に

西
条
市
で
は
大
町
や
橘
地
区
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
市
内
全
域
に
広

げ
て
い
く
と
と
も
に
、
減
災
に
つ

な
が
る
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

危
機
管
理
係
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西
条
市
防
災
士
連
絡
協
議
会
設
立
総
会

開催報告

　

去
る
７
月
30
日
に
総
合
文
化
会
館
で
、
西
条
市
防
災
士
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
、
防
災
士
や
自
治
会
の
方
々
が
多
数
参
加
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　　　　　　その土地を知る一番の方法は、食卓をの
　　　　　ぞいてみることだと思っています。ベトナ
ムの食事風景はにぎやか。さまざまな種類のおかずが
並べられた食卓を、小さな子からお年寄りまでたくさ
んの家族で囲み、楽しくおしゃべりしながら食べます。
その中心に置かれているのが、大皿に盛られた “ごは
ん”。ベトナムの主食は、この米。輸出量が世界２位
だけあってベトナム人は米をたくさん食べます。ベト
ナムのお米は、日本の米ほど粘り気はないものの、ベ
トナムのおかずによく合うので、ついついおかわりを
してしまいます。ごはんだけでなく、米を使った料理
も豊富。最近日本でも人気が出てきたフォー（麺）や
生春巻きの皮なども米
から作られています。
「ごはん食べた？」か
ら始まるベトナムのあ
いさつ。同じ米食文化
ということで、少し親
近感がわきますよね！

vol.２

banh beo（バインベオ）米粉で作られたフエ料理

▲橘校区防災士連絡協議会 伊藤光貞会長 ▲大町防災士会 村上善重郎会長
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